
協議第４号 

 

消防救急無線のデジタル化について 

 

次の調整結果について協議を求める。 

 

平成２３年９月２２日提出 

 

神奈川県西部消防広域化協議会 

会 長 加 藤 憲 一 

 

 

（調整理由） 

１ 消防救急無線のデジタル化（活動波）の整備について 

・広域化により消防通信指令業務を統一して行うことから、消防救急デジタ

ル無線（活動波）整備事業についても、２市６町の枠組みで共同整備を行

う。 

 

  

 

 

 

 

 

 

調 整 結 果 
１ 消防救急無線のデジタル化（活動波）については、２市６

町の枠組みで共同整備を行う。 
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